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研究目的 :遮熱防水屋根構造体の遮熟性能評価用シミュレーションソフトを開発し､夏季における室

内熱負荷量の評価を行う｡

方法 :室内空間が6畳(7.64nfx2.0m)の構造体を想定し､各表面熱収支､屋根面温度､屋内温度等を数

値計算により算定する｡解析は､構造体表面に対し鉛直方向のみに熱伝導が生じ､屋内の6面の壁か

らの相互放射の影響を考慮し､構造体の下端までを解析範囲とする｡各表面温度は地表面熱収支結果

から決定される｡具体的な計算条件は以下のようである｡

①基本式 :熱収支式および熱伝導方程式､②解像度 :計算の時間刻み 10秒､深さ方向の刻み幅 1mm

(境界値含めて全 153点)､③解法 :完全陰解法､⑤入力条件 :気温､風速､日射量それぞれ 10分

毎のデータを入力する､⑥その他の条件 :屋根およびその他躯体の熱伝導率および熱容量 (比熱×

密度)は材料情報に記されたものにもとづく｡また､遮熟物質の日射反射特性について､事前に実

測を行い､得られたアルベド値 (日射反射率)を考慮して計算する｡

(検討ケース)

1.通常の屋根および通常の壁 (日射反射率はどれも0.2と仮定)

2.遮熱性の屋根および通常の壁 (遮熱性の日射反射率は0.6)

3.遮熱性の屋根および遮熱性の壁 (遮熱性の日射反射率は0.6)

成果 :通常の屋根(ケース1)では表面温度が最高 75℃に達するのに対して､遮熱防水屋根(ケース2)

を用いた場合では54℃まで抑えられた｡その結果､室内の温度は34.6℃まで達したのが33.0℃まで軽

減された｡さらに､壁面も遮熱性にすると(ケース3)､31.2℃まで下がった｡夏季において､壁面に到

達する日射量は屋根面でのそれよりも40-50%少ないが､断熱層が薄いために､日向の空間に置かれ

た場合は影響が大きい｡(本共同研究は15年度も継続し､検証実測と電気代削減効果を評価する｡)
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